
＜事業概要＞

①在宅サポート事業

サポート内容：ＩＴ導入からメール操作、インターネットの閲覧程度

◇課題・留意点

・コーディネーターに求められる資質・関係機関との連携の在り方

・コーディネーターと支援者の連携の在り方

・個人情報の保護や苦情処理等

②IT講習事業
障害に応じた機器やソフトの紹介と体験。常設IT体験コーナーによるほ
か、障害別 （軽度・重度・知的・視覚障害）に設けたIT講習を実施し、メー
ル操作やインターネット閲覧を中心とした簡単な操作の講習を実施。

③その他

・コーディネーターの計画に基づいて支援を行うことができる支援者、補助
者の講習を 実施。

・現在のボランティアへの障害に関する理解の講習や、福祉情報技術コー
ディネーター３級相当を想定

・障害者自身によるITを用いたバリアフリー化推進の取組として、練馬区
ホームページのアクセシビリティの点検、改善項目の取りまとめを行う。

実証実験概要について－練馬区

＜実証実験実施主体＞
練馬区の協力を得てＮＰＯ法人練馬ぱそぼらんにおいて協働実施。
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実証実験概要について－神奈川県

＜実証実験実施主体＞

神奈川県社会福祉協議会とIT支援ネットワーク（仮称）において協働実
施。

＜事業概要＞

①在宅サポート事業

サポート内容：ＩＴ導入から文書作成、表計算、ホームページ作成までを想

定した継続的なスキルアップ講習
◇課題・留意点

・コーディネーターに求められる資質・関係機関との連携の在り方

・コーディネーターと支援者の連携の在り方

・個人情報の保護や苦情処理等

②ＩＴ活用支援講習

文書作成、表計算、イラストレーター、ホームページ作成、視覚障害者上

級コース４コースの講習を実施。

◇課題・留意点

・就労支援機関との連携の在り方

③福祉情報技術研修（初級）

ホームヘルパー、ケアマネージャー等福祉関係者に対して基礎的なＩＴ支

援、地域関係機関等に関する研修を行なう。

◇課題・留意点

・研修の動機付けの在り方

④福祉情報技術研修（上級）

コーディネーターになるべき人材を想定して、既存の福祉情報技術関連教

材による研修に加え、障害者のＩＴ支援に向けて実技を含んだ技術研修をお

こなう。

◇課題・留意点

・実技の範囲

・地域関係機関との連携

・各種助成制度、支援機関等に関する知識の獲得


